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わ
れ
な
い
場
合
は
他
の
前
立
腺
の

炎
症
を
抑
え
る
生
薬
や
漢
方
へ
の

変
更
前
立
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
生

活
嶌
の
改
善
な
ど
を
推
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ま

す
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1
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3
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4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
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る
苦
っ
ち
、
ナ
フ
ト
ビ
ジ
ル
は

尿
道
を
広
げ
る
聖
腺
肥
大
症
の

治
祭
、
竜
胆
瀉
肝
湯
と
セ
ル
ニ

ル
ト
ン
は
主
に
前
立
腺
の
炎
症
を

抑
え
る
治
療
薬
と
な
り
ま
す
。

賑
四
霧
ち
悪
さ
や
む
ず
が
ゆ

さ
と
い
う
保
前
立
腺
炎
の
症
状

が
主
な
場
合
は
、
細
菌
疑
を
伴

つ
て
い
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
の
で

あ
れ
ぱ
誓
薬
で
の
治
療
を

一
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ン
ス
が
崩
れ
て
肥
大
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
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前
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道
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ら

進
入
し
た
細
菌
の
前
立
腺
へ
の
感

染
や
前
立
腺
周
囲
の
血
語
害

に
ょ
る
程
的
な
炎
症
な
ど
が
原

因
と
さ
れ
て
い
ま
す
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排
尿
困
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な
ど
の
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状
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ま
す
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た
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立
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肥
大
症
の
方
は

前
立
腺
に
炎
症
が
起
こ
る
前
立
腺

炎
を
併
発
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
前
立
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炎
に
は
急
性
と
慢

性
が
あ
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す
が
、
'
部
の
気

持
ち
悪
さ
や
む
ず
が
ゆ
さ
は
主
に

径
剛
立
腺
炎
の
症
状
に
な
り
ま

細
菌
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染
伴
う
な
ら
抗
菌
薬
を
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フ
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ナ
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弌

て
は
、
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感
染
を
伴
う
場
合
は

誓
薬
を
使
い
ま
す
。
細
悪
染

を
伴
わ
な
い
も
の
で
は
前
立
腺
の

炎
症
を
抑
え
る
生
薬
や
漢
泰
、

お
尻
か
ら
指
を
挿
入
し
直
題
し

に
前
立
腺
を
押
す
前
立
腺
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
先
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し
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糧
前
立
腺
炎

の
り
ス
ク
と
な
る
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活
桜
の
改

善
な
ど
が
あ
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ま
す
。

相
馨
が
現
在
内
服
さ
れ
て
い

、
、

前
立
腺
炎
の
り
ス
ク
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
薬
は
主

こ
、
尿
道
を
広
げ
て
尿
の
勢
い
を

増
す
も
四
前
立
腺
へ
の
血
流
を

良
く
し
排
羅
状
を
改
善
す
る
も

の
前
立
腺
容
繁
小
さ
く
し
て

物
理
的
に
圧
迫
を
減
ら
す
も
の
が

あ
り
ま
す
。

糧
前
立
腺
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の
治
疾
と
し
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